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１．はじめに
ニホンヤマビル (環形動物門ヤマビル科、Haemadipsa 

japonica、以下ヤマビル) は日本産のヒル類のなかではサ
キシマヤマビル (Haemadipsa rjukjuana) とともに陸生吸
血種であり、衛生害虫として知られる。ヤマビルによっ
て媒介される人獣共通感染症はいまのところ報告されて
いないものの、秋田県、栃木県、群馬県、千葉県房総半
島、神奈川県、静岡県、岐阜県、および鹿児島県屋久島
といった場所ではヤマビルの増加が認められ、農林作業
者はもとより地域住民の日常生活や観光業にまで影響し
ている (山中 2007, 杉山・坂庭 2010, Watanabe 2018, 森嶋
ら 2018)。四国については、Oka (1910) にはヤマビルの
分布域として本州・九州とともに四国が挙げられたもの
の、紀行文や学術書を使った文献調査では江戸中期から
1980年代まで四国でのヤマビルの情報はなかった (逢沢・
森嶋 2018)。しかし、2013年には徳島県那賀郡那賀町海川
でヤマビルが採取され (金城ら 2016)、さらに2017年の同
地での現地調査では比較的に高いヤマビル生息密度が確
認されるとともに30年ほど前からの吸血被害の情報が得
られた (森嶋・逢沢 2018)。このような状況から、四国に
おけるヤマビルの生息数や分布域は長期にわたり非常に
限定的だったと考えられるが、近年での生息数の増加が
危惧される。
房総半島ではニホンジカ (Cervus nippon、以下シカ) の
分布拡大にあわせてヤマビルも分布拡大したことや (山
中 2007)、栃木県の南北に分かれるヤマビル個体群の地理
的遺伝構造がシカ個体群の地理的遺伝構造に対応してお
りシカの移動様式がヤマビルの分布や地理的遺伝構造ま
で規定していること (Morishima et al. 2023) が報告されて
いる。また、ヤマビルはシカ以外にも各種の哺乳類や両

生類を吸血するが、シカの多い地域ではシカへの吸血割
合が増加し、ヤマビルの個体数増加にシカは大きな役割
を果たすと考えられる (Morishima et al. 2020)。那賀町を
含め徳島県南西部から高知県東部までの一帯ではシカの
生息密度が高く、個体数管理の努力にも関わらずシカ個
体数の減少傾向は認められず周辺地域への拡大が続いて
いる (徳島県 2022, 高知県 2022)。そのため、ヤマビルも
この地域で生息数が増加するだけでなく、周辺地域へ拡
がっていることが懸念される。
そこで四国内でのヤマビル生息の現状を把握するた
め、まず広域の情報を得るために四国内の国有林職員を
対象にアンケート調査を、さらにこれまで生息が確認さ
れた場所の周辺を含めて現地調査を実施したので報告す
る。

２．材料と方法
四国内の国有林職員を対象に、１．ヤマビルによる自
身の吸血被害の経験、２．ヤマビルの目撃だけの経験、
および３．ヤマビルによる吸血被害や目撃の伝聞の経
験、について尋ねるアンケート調査を2024年10月に実施
した。アンケート依頼文および回答用紙を添付した電子
メールが四国森林管理局 森林技術・支援センターから全
職員に送付され、回答期限をおよそ1か月間とした。上記
の3点について「あり・なし」を選択式回答とし、「あ
り」の場合にはそれぞれ時期と場所を自由記述式として
回答していただいた。
金城ら (2016) や森嶋・逢沢 (2018) で示された聞き取り
情報や調査結果をもとに、那賀町とその周辺地域におい
て、現地調査を2024年10月2日、3日、および9日に実施
した。徳島県那賀郡那賀町・海部郡海陽町、高知県香美
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市・安芸市にかかる地域において、計24か所の調査地点
を設けた。調査地点の標高の範囲は95 mから830 mであっ
た。森嶋・逢沢 (2018) を参考にして、１か所につき2 m
×2 mあるいは1 m×4 mの調査区を5個ずつ、林道と交わ
る沢沿いの湿った平坦な場所あるいは林道沿いでリター
や泥が厚く溜まり湿った場所を選んで設置した。5個の調
査区は互いに5 m以上離した。調査区内のリターを踏みつ
けながら2分間歩いてから2分間とどまり、調査区内を注
視して地表面を移動または調査者に這い上ってくるヤマ
ビル個体をすべて数えた。このときヤマビル個体の大き
さには制限をつけず、体表面の特徴や独特の移動様式か
らヤマビルと判断したものはすべて対象にした。携帯式
温湿度計 (Kestrel製, Pocket Weather Tracker 4500) による
調査時の現地での気温および相対湿度の平均値は、順に
21.6 ± 1.9°C、83 ± 7% (±sd, n = 120) であった。数えた個
体を99.5%のエタノールに浸けて実験室に持ち帰り、背面
の模様や口吸盤・尾吸盤を観察してヤマビルであること
を確認した (Fig. 1)。それぞれの調査地点における5個の
調査区の個体数を足し合わせ、調査地点ごとの採取個体
数とした。
また、アンケート調査でヤマビルの情報が得られた入
野山国有林に隣接する香川県東かがわ市入野山で2024年
10月27日に、安野山国有林に隣接する高知県香美市物部
町久保安野尾および笹で10月30日に、現地調査と同様の
追加調査を1か所ずつ計3か所でおこなった。

３．結果と考察
アンケート調査では、四国内の国有林組織に所属する

324名のうち241名 (74%) から回答を得た。大部分の回
答ではヤマビルによる吸血被害や目撃、その伝聞に関す
る情報はなかったが、吸血被害3件、目撃4件、および伝
聞4件の情報が得られた。ただし、「同僚の吸血被害」
といった記述もあったため、同じ出来事の重複した回答
を含むと考えられる。吸血被害のうち2件、目撃のうち2

件、および伝聞のうち3件はいずれも10年以内の出来事
で、徳島県那賀町の神戸丸および六丁陰傍示国有林、海
陽町の皆ノ瀬山国有林で確認された (Fig. 2、六丁陰傍示
国有林と皆ノ瀬山国有林は互いに隣接している)。残りの
吸血被害1件、目撃2件、および伝聞1件については、いず
れも山中での出来事であり、「しゃくとり虫のように近
づいてきた」、「手に這い登ってきた」、「取ろうとし
ても張り付いていて取れなかった」といった状況から、
ヤマビルであったことを否定できないため分布情報とし
て扱った。これら吸血被害1件、目撃2件、および伝聞1件
のうち高知県香美市の安野山国有林 (猟友会会員からの10
年前と2024年の目撃事例の伝聞) を除き、香川県東かがわ
市の入野山国有林 (2024年5月の目撃)、高知県梼原町の鷹
取山 (40年前の吸血被害)、および高知県四万十市西土佐 
(20～30年前の目撃) は、後述の現地調査でヤマビルが確
認された場所から数十km以上離れた場所である (Fig. 2)。
なお目撃や伝聞として地名や時期の記載がない回答や、
「40年前に祖父が吸いつかれた」、「40年前に家族が釣
りで被害にあった」といった回答があったが、記述の内
容から水生の吸血ヒル類やコウガイビル類 (扁形動物で肉
食) を誤認した可能性があるため、ヤマビルの分布情報に
は含めなかった。
現地調査の結果、24か所の調査地点のうち10か所で1匹
以上のヤマビルを採取した。このうち9か所は徳島県那賀
町の東西およそ19 kmの範囲にあり、残りの1か所は徳島
県海陽町の「大比」であった (Fig. 3)。1か所での合計採
取個体数がもっとも多かったのは「海川谷西俣」の20匹
であり、隣接する「海川」では8匹、「神戸丸」では7匹
となり、海川谷西俣から離れるにつれて個体数が減少す
る傾向がみられた。ただし調査地点のうち西寄りの「久
井谷川」および「木頭北川」では、それぞれ9匹および6
匹が採取された。高知県内の4か所、および那賀町内の
「音谷」や「古屋」といった調査対象地の外周部にあた
る場所では生息が確認されなかった。また、アンケート
調査で情報の得られた入野山国有林や安野山国有林に隣
接する3か所での追加調査では、ヤマビルは確認できな
かった。
アンケート調査および現地調査によって、四国内で
は徳島県那賀町を中心とした地域にヤマビルの生息が
限定されているとわかった。金城ら (2016) や森嶋・逢
沢 (2018) によって報告された那賀町「海川」や「海川
谷西俣」ではヤマビルが比較的に多く生息しており、そ
こを含めて東西およそ19 km、南北およそ14 kmの範囲に
わたって生息が確認された。しかし、アンケートでは被
害・目撃情報が得られた「皆ノ瀬」や、ヤマビル研究会 
(2023) で吸血被害が報告された「轟ノ滝」では現地調査
でヤマビルを確認することができなかった。本報告の現
地調査は10月初旬におこなったので全般にはヤマビルが
十分に活動している気温ではあったものの、沢筋など局
所的には気温が低くヤマビルの活動が盛んではなかった

Fig. 1. 徳島県那賀郡那賀町で採取したニホンヤマビル
             腹面には口吸盤と尾吸盤、背面には縦 3本の黒線

を確認できる。画面左端の目盛りは 0.5 mm間隔。
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Fig. 2. 四国内の国有林職員を対象にしたアンケートで得られたニホンヤマビル情報の位置
            アンケート回答者が所属する事務所などの所在地を白四角、ニホンヤマビルの吸血や目撃の情報が得られた地

点を黒丸、ニホンヤマビルであったことを否定できない情報が得られた地点を灰色丸で示した。海岸線と県境
を太い実線、市町村界を細い実線、および現地調査の対象範囲 (Fig. 3) を点線で示した。なお図中に示した現
地調査の枠外であるが、入野山国有林と安野山国有林に隣接する計 3か所でも追加の現地調査をおこなった。

Fig. 3. 徳島県那賀郡那賀町周辺におけるニホンヤマビル現地調査の結果
            調査地点ごとの合計採取個体数を 4段階で示した。調査地点に最寄りの集落名または地名を調査地点名として

示した。海岸線と県境を太い実線、市町村境を細い実線、河川を灰色実線、国道を破線で示した。
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ために発見できなかった可能性もある。
四国内では、シカ生息密度の低い地域が中央部から西
部にかけて存在する一方で、今回の現地調査の対象地を
含む四国東部の広い地域、さらには南西部や北西部には
比較的に高い密度でシカが生息している (環境省 2023)。
これら四国のシカ高密度生息地域のうち、南西部や北西
部、東北部にあたる徳島県吉野川右岸一帯や東南部にあ
たる高知県安芸市・室戸市・東洋町にかかる一帯では、
現在ヤマビルの生息は確認されていない。栃木県では
2015年から2021年の6年間で、ヤマビルを新たに目撃し
た範囲が5 kmメッシュ単位で数メッシュ分は拡大したこ
とが報告され、その原因の一つにシカの分布拡大が挙げ
られている (森嶋・林 2024)。四国においては、金城ら 
(2016) や森嶋・逢沢 (2018) では那賀町海川地区だけで調
査されたため分布拡大について検討できる資料がないも
のの、高知県香美市物部町笹では研究員によるヤマビル
目撃の情報がある (金城ら 2016)。この場所はアンケート
で情報を得た安野山国有林と数km以内と近いため、少な
くとも過去の一時点において、この地区にヤマビルがい
たことは確実だと考えられる。また、四国西部での過去
の吸血被害・目撃、および香川県入野山国有林での目撃
の情報がヤマビルであったならば、那賀町から数十km
以上離れた場所にもヤマビルが分散され、その後に消滅
した可能性がある。福岡県の英彦山や伊豆の天城山のよ
うに、過去にヤマビルの分布が認められても明治中期以
降、現在に至るまで分布の情報がない場所が存在する (逢
沢・森嶋 2018)。ヤマビルの生息域はシカの増加によって
単調に拡大するだけでなく、ほかの要因にも影響され拡
大・縮小の両方向の複雑な変動をする可能性もある。四
国のヤマビルについて、長距離分散の検証も含めて生息
密度や分布の動向を正確に把握するためには、さらに広
域を対象にした現地調査や定期的なモニタリングが望ま
れる。
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Abstract

We conducted questionnaire and field surveys for the land leech (Haemadipsa japonica) on Shikoku Island, 
where the leech has been reported from a small area. A questionnaire survey was distributed to the staff of the 
Forestry Agency in Shikoku in October 2024. Further, a field survey was conducted at 24 sites in Naka town, 
Tokushima Prefecture, and the surrounding areas at the beginning of the month. Blood-sucking injuries surely by 
the leech in Naka and Kaiyo towns were reported in the questionnaire survey. The land leeches were found at 10 
sites stretching in an area 19 km by 14 km during the field survey, which covered the western part of Naka town and 
the northern tip of Kaiyo town. The land leech expansion accompanied by over-abundant sika deer was expected, 
however, land leech distribution in Shikoku remained restricted in the area centering on the western part of Naka 
town.

Key words : �field survey, Naka town, questionnaire survey, sika deer
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